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令和６年度事業報告

１ 総 括

奈良県社会福祉事業団が、平成１８年度から、奈良県の設置する障害者総合支援センター、県営

福祉パーク及び福祉住宅体験館の指定管理業務を受託して以来、令和６年度は５期３年目になりま

す。

当事業団では、奈良県総合リハビリテーションセンターと緊密に連携して、障害の程度が重い方や

重症心身障害児（者）に対して、理学療法士などの専門職による福祉サービスを提供するとともに、近

年増加している高次脳機能障害者や発達障害児を対象とした支援を進めています。

令和６年度は新型コロナウイルス感染症対策も緩和されてきており、総合相談センターにおいては

地域との連携を密にし、伴走型支援体制を実現するため幅広い各種相談に対応しています。

２ 法人運営

（１） 会議等

ア 理事会

開催回数 年月日 場所 出席者 議題等

第１回 令和６年 奈良県総合 理事５名 １ 議決案件

５月２０日 リハビリテー 監事１名 （１）奈良県社会福祉事業団定款の一部変更に

ションセンタ ついて

ー （２）令和５年度事業報告

（３）令和５年度財務報告

（４）理事候補者の推薦について

（５）評議員選任候補者の推薦について

（６）評議員選任・解任委員の選任について

（７）令和６年度第１回定時評議員会の招集につ

いて

第２回 令和６年 理事６名 １ 議決案件

書面決議 ７月５日 監事２名 （１）常務理事の選定について

第３回 令和７年 理事６名 １ 議決案件

３月２６日 監事２名 （１）令和６年度資金収支補正予算（案）について

（２）令和７年度事業計画及び資金収支予算（案）

について
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イ 評議員会

開催回数 年月日 場所 出席者 議題等

第１回 令和６年 ホテルリガ- 評議員 １ 議決案件

６月１２日 レ春日野 ８名 （１）奈良県社会福祉事業団定款の一部変更に

理事２名 ついて

監事２名 （２）令和５年度貸借対照表、収支計算書及び財

産目録の承認について

（３）理事の選任について

ウ 奈良県介護実習・普及センター運営委員会

開催回数 年月日 場所 出席者 議題等

第１回 令和７年 奈良県介護 委員 感染症対策のため、書面により意見聴取

３月 実習・普及

センター

エ 施設部経営管理改善委員会

開催回数 年月日 場所 出席者 議題等

第１回 令和６年 奈良県総合 所長・副所長 （１）施設部の経営状況について

４月 リハビリテー 施設部長 （２）当面の経営改善について

～ ～ ションセンタ 各施設長 （３）その他

令和７年 ー リハビリセンター

第１２回 ３月 看護部長、

オ 奈良県障害者総合支援センター、県営福祉パーク及び福祉住宅体験館の指定管理連絡会議

開催回数 年月日 場所 出席者 議題等

第１回 令和６年 奈良県障害 ファシリティマネジメ １ 令和５年度事業報告及び決算状況
５月３１日 者総合支援 ント室３名 について

センター 障害福祉課２名 ２ 重点取組事項について

第２回 令和６年 奈良県障害 ファシリティマネジメ １ 指定管理評価委員の意見について
１１月２７日 者総合支援 ント室３名

センター 障害福祉課１名
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(２) 広報事業

名称 発行時期等

ア ホームページ 随時更新

イ 利用者満足度調査

・わかくさ愛育園 令和７年１月３１日～２月１０日

・自立訓練センター 令和７年２月１３日～２月２８日

・総合相談センター 令和６年１２月１６日～３月１５日

・県営福祉パーク 見学者及び研修講座の都度

ウ 障害児通所施設自己評価 令和７年１月３１日～２月１０日

・わかくさ愛育園 令和７年３月３１日ホームページに公開

児童発達支援センター

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

（３） 監査

ア 監事監査

年月日 場所 監査事項

令和６年５月１３日 奈良県障害者総合 １ 令和５年度の業務執行状況について

支援センター ２ 令和５年度の財務状況について

イ 所轄庁の指導監査

年月日 場所 監査事項

令和６年７月２３日 奈良県障害者総合 奈良県監査委員監査

支援センター

令和６年９月３０日 奈良県障害者総合 わかくさ愛育園実地指導監査

支援センター
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３ 奈良県障害者総合支援センターの運営状況

（１） わかくさ愛育園の状況

わかくさ愛育園は、児童福祉法に基づく「児童発達支援センター」として、親子間の心の絆をつくり、

子どもの心を安定させることに留意しながら児童個々の必要に応じた機能回復訓練、感覚運動学習

を含む基礎保育を展開し、日常生活における基本的な動作や知識技能の獲得、集団生活への適応

の取り組みを進め、各児童の成長・発達を支援しました。

重症心身障害児（者）関係では、療育的な関わりに加え、生活経験を豊かにすることを目標に、ス

ポーツレクリエーション、季節の行事、音楽などの活動や入浴サービス等生活介護を提供した。

また、障害児相談支援事業では、障害のある子どもたちとその保護者からの相談に応じ、抱える課

題の解決や適切な障害福祉サービス等の利用に向けて、情報の提供及び助言を行い、併せて市町

村及び障害福祉サービス事業者等との連絡調整を図るなど総合的な支援を行いました。

ア 通園児(者)入退所状況

（単位：人）

入退状況 在籍児数 左の内訳

一日あ
たり利 本年度 幼稚園・保育所 3/31

定員 用者 前 退 在籍
数 年 所 養 小 並行通園の利用 他 家 児

度 並行 毎日 児 護 学 施 族 （者）
引 新 通園か 通園か 計 童 学 校 設 等 数

施設別
継 規 ら毎日 ら並行 数 校 無 有

通園 通園

児童発達支援セ

２５ 10.3 １０ ２３ ０ １ ２３ １２ ４ ６ １ １ ２１
ンター

毎日通園
内並行へ

8.2 ６ (１) １１ ０ １６ ６ ３ ２ １ １０

並行通園
内毎日へ

2.1 ４ １２ １ １７ ６ 1 ４ 1 １１

保育所等訪問支援 １３
１１

２４ １０ ２ ６ ２ １４

児童発達支援セ

ンター（重心児） ８ 2.7 １０ １ １１ ６ ３ ２ １ ５

放課後等デイ

サービス ７ 4.7 １８ ３ ２１ ２ １ １ １９

居宅訪問型児童

発達支援 ０ ０ ０

生活介護 ２０ 2.8 １６ １ １７ １ １ １６

計 ６０ 20.5 ６７ ３９ １ １０６ ３１ ９ １２ ３ ０ ３ ４ ７５

令和５年度 ６０ 20.6 ６７ ６ ５ ７８ ２１ ５ ９ ３ １ ３ ６７
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イ 利用児・者 年齢別状況（令和6年度中在籍児者）

令和7年３月３１日現在 （単位：人）

児童発達 保育所等 児童発達 放課後等 居宅訪問

満年齢 支援セン 訪問支援 支援セン デイサービ 型児童発 生活介護 計

/学年 ター 事業 ター ス 達支援

（重心児）

０歳 ０

１歳 １ ０ １

２歳 ２ ２ ４

３歳 ８ １ ９

４歳 ３ ０ ０ ３

５歳 ９ ７ ５ ２１

６歳 １０ ８ ３ ２１

小計 ３３ １５ １１ ５９

小１ ６ ２ ８

小２ １ １

小３ ６ ６

小４ １ １

小５ ３ ３

小６ ０ ０

中１ １ １

中２ １ １

中３ ３ ３

高１ １ １

高２ １ １

高３ １ １

小計 ６ ２１ ２７

18～19歳 １ １

20～29歳 ９ ９

30～39歳 ６ ６

40歳以上 １ １

小計 １７ １７

合計 ３３ ２１ １１ ２１ ０ １７ １０３

R５ ２２ １３ １１ ２３ ０ １６ ９３
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ウ 発達障害児医学的療育支援事業の状況

◯ 子ども地域支援事業

発達障害あるいは発達障害の疑いのある子どもが、地域社会の中で生き生きとした生活を送る

ために、保育園や幼稚園に作業療法士が出向き、感覚統合療法等を用いた専門的な支援を行

うことを目的とした訪問事業及び研修会講師派遣事業を実施しました。

訪問事業・研修会講師派遣事業

（単位：件、人）

施設訪問事業 研修会講師派遣事業
区 分

件 数 相談児童数 件 数 研修会参加者

令和６年度 ２９５ １，１６９ １５ ５１１

令和５年度 ２８１ １，１９７ １６ ４０１

訪問事業の訪問先

（単位：件、人）

区 分 件 数 相談児童数

幼稚園 ６６件 ２６１人
保育園・子ども園 １３５件 ５７５人
小学校 ４９件 １７５人
中学校 件 人
教育委員会 件 人
特別支援学校 件 人
学童保育所 ３２件 １１１人
療育教室 ２件 ８人
児童発達支援 ９件 ３５人
放課後等デイサービス ２件 ４人
その他

計 ２９５件 １，１６９人

◯ 当事業主催研修会の開催

体験型研修会 「来て 見て 感じて 楽しく遊ぼう」

開催日 令和６年５月１２日

対 象 子どもに携わる支援者、家族

参加者 １５１名（子どもを含む））

基礎研修会 「子どもの行動理解と支援 ～作業療法・感覚統合の視点から～」

開催日 令和６年６月８日

対 象 保育士、教員、児童指導員等など

参加者 ５３名
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応用研修会 「子どもの行動理解と支援 ～グループワークで深めよう～」

開催日 令和６年７月２０日

対 象 令和５年度、６年度基礎研修を受講した方

参加者 ２４名

保護者支援向け研修会 「子どもの行動理解と支援」

開催日 令和６年９月２８日

対 象 放課後等デイサービス職員

参加者 ２３名



- 10 -

（２） 自立訓練センターの状況

障害者総合支援法に基づく指定障害者支援施設として、自立訓練（機能訓練・生活訓練）及び施

設入所支援を実施しました。

利用者が地域社会で自立した生活を営むことを目標に、一人ひとりの能力や障害特性、ニーズに適し

た種々の訓練および創作活動やレクリエーションを提供してADLの向上を図るとともに、種々の福祉サー

ビスや必要な制度の適用等の社会的支援を通して、利用者がスムーズに地域移行が果たせるように支

援を進めてきました。

ア 日中活動サービス

○ 指定障害者支援施設の利用状況

（単位：人）

利用契約 実利用者数 契 左 の 内 訳
状況 定 １日当たり 約 3/31

前 年 度 本 解 他 医療 家庭 在籍
員 利用者数 年 計 除 就職 者数

区 分 引継 度 数 施設 機関 復帰

自立訓練(機能) 40 15.7 18 14 32 10 1 2 1 6 22

自立訓練(生活) 25 19.1 23 24 47 19 4 4 2 9 28

計 65 34.8 41 38 79 29 5 6 3 15 50

令和5年度 65 31.0 47 33 80 39 9 14 1 15 41

○ 利用契約者の障害別状況

（単位：人）

区 分 脳血管疾患 脳性麻痺 脊椎損傷 頭部損傷 その他 計

自立訓練(機能) 17 2 1 4 8 32

自立訓練(生活) 36 0 0 7 4 47

計 53 2 1 11 12 79

令和5年度 54 1 1 15 9 80
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○ 利用契約者の年齢別状況

（単位：人）

区 分 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 計

自立訓練(機能) 0 3 3 6 8 12 0 32

自立訓練(生活) 0 2 3 6 24 12 0 47

計 0 5 6 12 32 24 0 79

令和5年度 1 4 4 16 35 19 1 80

イ 施設入所支援サービス

○ 指定障害者支援施設の利用状況

（単位：人）

利用契約 実利用者数 契 左 の 内 訳
状況 定 １日当たり 約 3/31

前年度 本 解 他施 医療 家庭 在籍
員 利用者数 年 計 除 就職 者数

区 分 引継 度 数 設 機関 復帰

令和6年度 30 21.6 17 21 38 11 1 1 2 7 27

令和5年度 30 19.3 18 15 33 16 1 6 1 8 17

○ 利用契約者の障害別状況

（単位：人）

区 分 脳血管疾患 脳性麻痺 脊椎損傷 頭部損傷 その他 計

令和６年度 32 0 0 3 3 38

令和5年度 29 1 0 2 1 33

○ 利用契約者の年齢別状況

（単位：人）

区 分 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 計

令和6年度 0 0 3 5 18 12 0 38

令和5年度 0 0 2 3 16 12 0 35



- 12 -

ウ 短期入所支援サービス

○ 指定短期入所事業の利用状況

（単位：人・日）

区 分 利用者数 延べ利用日数

令和6年度 4 115

令和5年度 4 62

○ 利用契約者の障害別状況

（単位：人）

区 分 脳血管疾患 脳性麻痺 脊椎損傷 頭部損傷 その他 計

令和6年度 1 0 0 1 2 4

令和5年度 2 0 1 1 0 4
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（３）総合相談支援センターの状況

様々な個別性の高い相談に対して、ワンストップ相談窓口として機能することを目的として、高次脳機

能障害支援センターに加え、難病患者や家族の福祉的課題の相談に対応する「難病サポートセンター」

をオープンさせた。また、障害のある人の地域生活を包括的に支援する「伴走型支援体制」を強化した。

ア 高次脳機能障害支援センター運営事業の状況

高次脳機能障害者に対する支援を総合的に行う県の拠点として、本人等からの相談に応じ適切

な指導又は助言を行うとともに、関係機関等との連携強化により、高次脳機能障害者に対する総合

的な支援体制の整備を推進し、高次脳機能障害者及びその家族の福祉の向上を図った。

a. 個別相談事業、検査・診断事業

（単位：件）

延べ 左 の う ち 神経心理学
区 分 診 断

相談件数 来所相談 訪問相談 オンライン相談 検査

令和６年度 ２，１５８ ２６５ １１ １ ５９ ５４

令和５年度 ２，１７６ ２４５ １３ ３ ３１ ２５

b. 普及・啓発事業

◯センター主催研修会

開 催 日 程 研 修 会 内 容 参加人数(人)

令和6年9月14日（土） 「高次脳機能障害「見えない障害」を「見える障害」にしよう」
13:30～16:00 しっかり見たら見えるはずの高次脳機能障害

奈良県産業会館 第1部「高次脳機能障害をまず基礎から知ろう」

和歌山県立医科大学付属病院 リハビリテーション講座 ５０
准教授 幸田 剣先生

第2部「目に見えない障害と向き合って生きていく」

かけはしプロジェクト 代表 北島 麻衣子 氏

（当事者）

令和７年２月１8日（火） 第1部 「高次脳機能障害・難病の方の障害年金について」

1３:30～1５:30 特定社会保険労務士 荒木 義雄先生

奈良県県営福祉パーク １７
２階 研修室 第２部 障害年金に関する個別相談

参加者合計 ６７
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開 催 日 程 研 修 会 内 容 参加人数(人)

令和６年６月２４日（月） 講義：「高次脳機能障害 ～その症状と支援について～」

桜井市民生児童委員連絡 講師：高次脳機能障害支援センター 河地 睦美 ３３
協議会障がい者（児）福祉

部会

桜井市役所

本庁２階大会議室

令和６年９月１８日（水） 講義：「高次脳機能障害 ～その症状と支援について～」

奈良市平城西民生児童委 講師：高次脳機能障害支援センター 河地 睦美 ３０

員連絡協議会

学園前西部公民館

令和６年1２月５日（木） 講義：「高次脳機能障害 ～その症状と支援について～」

学校法人 青丹学園 講師：高次脳機能障害支援センター 河地 睦美 ２３

関西学研医療福祉学院

（作業療法士学科生徒対象）

令和７年１月１６日（木） 高次脳機能障害をもつ困難症例（利用者）への対応

HIRAKUワーク生駒事業所 症例検討会 講師：高次脳機能障害支援センター 河地 睦美 ７

参加者合計 ９３

◯家族会主催 ・実行委員会協力

開 催 日 程 研 修 会 内 容 参加人数(人)

令和６年１０月２7日（日） 体験発表 演題「事故から２５年を振り返って」

学園前ホール NPO法人 高次脳機能障害友の会みずほ

講師：副理事長 河田幹子氏、河田順一氏

（高次脳機能障害当事者・家族）

ワークショップ 音楽療法「Let‘s MUSICING」

音楽療法士 渡邊靜穂氏、清岡愛 ８５
講演 「高次脳機能障害 その概念から、患者さんの就労支

援まで」

講師：上田 敬太先生

（京都大学大学院医学研究科 精神医学 講師

京都光華大学 教授）

参加者合計 ８５
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ｃ. 地域相談機能の充実

◯高次脳機能障害地域相談会開催 （家族会・センター合同企画）

開 催 日 程 相 談 会 内 容 参加人数(人)

令和６年７月２８日（日）

奈良県産業会館 第1回 高次脳機能障害支援普及地域相談会 ５

令和６年1１月２３日（土）

奈良県庁 第2回 高次脳機能障害支援普及地域相談会 ８

参加者合計 １３

d. その他

◯高次脳機能障害者の自動車運転再開支援の検討

「高次脳機能障害と自動車運転ハンドブック」 の配布、ホームページ掲載

◯高次脳機能障害支援者養成研修

令和６年度 高次脳機能障害支援養成研修（指導者研修）参加

令和６年７月１０日～７月１２日（金） オンライン形式

※事前学習・理解度テスト（６月１３日～７月８日）

○全国会議等

・高次脳機能障害 地方支援拠点機関等全国連絡協議会

（令和６年6月2６日・令和７年2月１４日）※Web会議

・高次脳機能障害 支援コーディネーター全国会議

（令和６年6月２４日・令和７年2月１４日）※Web会議

・近畿ブロック高次脳機能障害支援コーディネーター会議（令和６年11月１９日）

・近畿ブロック連絡協議会（令和６年11月１９日）

・高次脳機能障害リハビリテーション講習会実行委員会

第1回：令和5年4月21日（金）、第2回：令和5年9月２０日（金）、第3回：令和７年２月２８（金)

・奈良高次脳機能障害友の会 あすか総会

（令和６年４月２８日 奈良県社会福祉総合センター）

・日本高次脳機能障害友の会 第２０回全国大会 in福島

令和６年１０月４日 高次脳機能障害支援コーディネーター研修会

令和６年１０月５日 高次脳機能障害全国大会
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イ 難病サポートセンター

〈難病サポートセンターでの個別相談〉

相談件 初回相 相談内容 新規相談者疾患病名

数 談

（延べ 件数

人数） （人）

令和6年4月 1 1 症状と家族の対応方法 チック症状

令和6年5月 3 0 高次脳機能障害の症状確認 下垂体前葉機能低下症

令和6年6月 4 2 医療費助成制度、病院退院後の 皮膚筋炎、ピッカースタッフ脳幹脳

施設利用 炎

令和6年7月 17 2 手帳取得、リハビリテーション、年 好酸球性多発血管性肉腫症

金申請

令和6年8月 5 0 高次脳機能障害の診断、就労につ もやもや病

いて

令和6年9月 7 2 身体機能低下（転倒後）、指定難 筋緊張性ジストロフィー、パーキンソ

病医療費助成 ン病

令和6年10月 2 0 高次脳機能障害評価、障害年金 もやもや病

申請

令和6年11月 2 0 高次脳機能障害診断、障害年金 もやもや病

申請

令和6年12月 4 1 高次脳機能障害診断、通院先病 もやもや病、下垂体前葉機能低下

院紹介 症

令和7年１月 4 0 高次脳機能障害診断、通院先病 もやもや病、下垂体前葉機能低下

院紹介 症

令和7年2月 15 5 利用できる制度・社会資源につい 筋ジストロフィー、パーキンソン病

て、 ミオパチー、ネフローゼ症候群、

リハビリについて 筋萎縮性側索硬化症

令和7年3月 3 1 身体障害者手帳取得 好酸球性多発血管性肉腫症

合計 67 14

〈連携事業〉

令和6年5月21日 ○難病相談支援センター訪問 連携相談

自立訓練センターパンフレット送付

令和7年2月18日 ○「高次脳機能障害・難病の方の障害年金につうて」研修会開催

場所：奈良県営福祉パーク

講師：荒木 義雄先生（特定社会保険労務士）
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ウ 地域づくり事業（包括的支援体制整備事業）

〈地域連携事業〉

○令和６年５月１０日（金）体験型研修会会場設営応援

○令和６年５月１２日（日）１０:００～１５:００ 会場：県営福祉パーク

体験型研修会 身体で学び心で繋がる spring ＦＥＳ ２０２４子ども地域支援事業応援

○行政機関・医療機関訪問（審査会等の情報収集と広報）

令和６年５月２２日 宇陀市役所、東吉野村役場、吉野町役場、大淀著役場、高取町役場、

明日香村役場、橿原市役所

令和６年６月６日 奈良県社会福祉総合センター、田原本町役場、三宅町役場、川西町役場

令和６年６月２８日 香芝市役所、上牧町役場、

令和６年７月５日 五條市役所、天川村役場、黒滝村役場

令和６年７月１８日 和歌山県福祉保健部福祉保健政策局こころの健康推進課

和歌山県障害児者サポートセンター

令和６年７月２４日 東生駒病院、阪奈中央病院

令和６年７月３０日 服部記念病院、やまと精神医療センター、奈良セントラル病院、

奈良県総合医療センター、奈良医療センター、済生会奈良病院、

おかたに病院、市立奈良病院、奈良東病院、

令和６年8月7日 南奈良総合医療センター、紀和病院

令和6年8月13日 桜井市役所、宇陀市役所、御杖村役場、曽爾村役場

令和6年9月27日 平成記念病院、平成まほろば病院、明日香村役場、高取町役場、

済生会御所病院、秋津鴻池病院

令和６年10月4日 東吉野村役場、吉野町役場、吉野病院、大淀町役場、

南奈良総合医療センター、大和高田市立病院

令和６年10月23日 平成記念病院、平成まほろば病院、秋津鴻池病院、済生会御所病院、

御所市役所、葛城市役所、吉本整形外科・外科病院、大和高田市立病

院、香芝生喜病院、香芝旭が丘病院、服部記念病院、上牧町役場、河

合町役場、川西町役場、三宅潮位役場、国保中央病院、田原本町役場

令和６年10月29日 王寺町役場、奈良県西和医療センター、恵王病院、三郷町役場、

ハートランドしぎさん、平群町役場、阪奈中央病院、東生駒病院、

登美ヶ丘リハビリテーション病院

高の原中央病院、奈良サポートワークラボ、奈良市社会福祉協議会、

ならまちリハビリテーションセンター、市立奈良病院、おかたに病院、

奈良障がい者就業・生活支援センターコンパス、高井病院

○令和6年11月2日（土）奈良県福祉フェア・ユニバーサルスポーツ体験企画

ボッチャ、ＶＲ、ｅスポーツ体験 （２階研修室）

○令和7年3月13日 奈良市手をつなぐ親の会からユニバーサルスポーツの開催依頼

（令和7年5月11日開催）

〈個別相談事業〉

○令和7年2月20日

障害者手帳取得後の就労支援について（ご本人より）の相談

就労支援機関の紹介

○令和7年3月24日

難病相談支援センターとの連携

子どものリハビリ（PCの操作方法検討・ジョイステック等）



- 18 -

〈磯城郡自立支援協議会〉

○令和６年９月１７日（火） 相談支援部会 川西町文化会館

田原本町重層的整備事業取り組み Q-SACCS（第１回）

○令和６年１１月１９日（火） 相談支援部会 川西町役場

○令和６年１２月３日（火） 合同部会・研修会 三宅町交流まちづくりセンター

○令和７年１月２１日（火） 相談支援部会 Q-SACCS（第２回）

○令和７年３月１８日（火） 相談支援部会 川西町役場

エ サービス利用計画相談

総合相談支援センター相談支援事業所（障害者） 相談実績

計画相談件数 モニタリング件数

令和６年度 １ １

令和５年度 ３０ ４６

総合相談センター障害児相談支援事業所 相談実績

計画相談件数 モニタリング件数

令和６年度 ３ ５

令和５年度 ５ ７
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４ 県営福祉パーク（介護実習・普及センター）の運営状況

県営福祉パークでは、高齢者や障害者を含め訪れたすべての人が、見て・触れて・体験しながら、

相互理解を深め、介護を楽しく学べる場所として、公共施設モデル、多目的広場等の屋外施設や

福祉住宅体験館の維持管理に努めた。

介護実習・普及センターでは、要介護者や介護者等からの各種相談に応じるとともに、介護実習

を通じて介護知識・技術の普及啓発に努めた。福祉機器の展示では、近年関心の高まるＩＣＴを活

用した見守り用福祉機器やコミュニケーション関連機器、転倒への対応、災害等に関するコーナー

を充実させ、実際に手にとり試す機会を提供した。

奈良県福祉フェア第７回福祉機器展2024を開催し、多くの来場者に介護を取り巻く最新の情報

を提供し、福祉事業所等と地域住民との交流の場となった。

介護体験見学講座では、介護分野の人材不足に対する解決策の一つとして、児童・生徒・学生

等を対象に、介護を身近に感じ体験してもらう機会を設けた。民生児童委員等の研修としても活用

され、県内各市町村にとどまらず、他府県よりの参加も多くあった。

ア 相談事業の実施状況

（単位：件、人）

区 分 件 数 相 談 者 数

令和６年度 ９４ １１３

令和５年度 ３６ ４５

イ 介護講座等の実施状況

（単位：回、人)

講 座 名 実 施 回 数 受 講 者 数

介護体験見学講座 40 1,183
介護普及講座 3 32
介護実践講座 4 27
介護予防講座 3 43
福祉住宅体験館案内ボランティア育成講座 1 1
自助具製作体験講座 2 52
自助具体験講座 2 16
夏休み親子介護体験講座 0 0
公開講座 1 14
第７回福祉機器展 1 243
（上記のうちボランティア関係分） （14）

計 ５７ 1,611

令和５年度 ６６ 1,7７4
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ウ 福祉パーク・福祉住宅体験館利用状況

（単位：人）

区 分 団 体 数 利 用 者 数

個人利用者 15,744

団 体 見 学 40 1,343

貸館（ホール・研修室） 176 7,437

計 216 24,524

令和５年度 355 27,182

エ 奈良県福祉フェア第７回福祉機器展2024

開 催 日 ： 令和６年１１月２日

開催内容 ： 福祉機器展、ステージイベント、障害者作品展、福祉関連事業所の物品販売

住宅相談、福祉車両展示

後援団体 ：奈良県、田原本町、社会福祉法人奈良県社会福祉協議会 ほか１３団体

参加団体 ：福祉関連事業所 ５団体

障害者作品展 ３団体

福祉機器展出展事業者 ２６社

福祉機器展協力事業者 ３社
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５ 自動車事故被害者支援体制等整備事業（社会復帰促進事業）の実施状況

自立訓練センターでは、国土交通省（自動車局）の補助事業を受託し、自動車事故により高次脳機

能障害を有した者の社会復帰の促進を図る方策を検討することを目的として、高次脳機能障害を有す

る者が病院・事業者から地域への生活を円滑に移行するためのサポートを行った。

ア 事業内容と実績

a ネットワーク構築支援事業

病院等と連携して、高次脳機能障害者の早期発見を促し、医療リハ終了後に、地域の福祉

事業所等にスムーズに移行できるように、ネットワークの構築を図った。

・訪問先病院：39病院（のべ71回）

・ネットワーク構築により高次脳機能障害者の支援に繋がった人数（うち自動車事故被害者）

自立訓練の利用者 13名（1名）

自立訓練の相談者 10名（2名）

（利用に至らなかった者）

b 自立訓練提供支援事業

高次脳機能障害に対応できる専門的知識を持つ職員が自立訓練の提供を行った。

・高次脳機能障害者の利用状況（うち自動車事故被害者）

自立訓練 66名（6名）

短期入所 2名（0名）

c 地域連携支援事業

奈良県および周辺地域の市町村や福祉事業所等と連携することで、高次脳機能障害を有

する者が、地域での生活のための円滑な移行を図った。また、地域の事業所での高次脳機能

障害者の支援の質の向上を図るために研修会を実施した。

・市町村官庁・事業所等訪問先：43か所（のべ73回）

・研修会の実施状況

開 催 日 程 研 修 会 内 容 参加人数(人)

令和6年11月6日（水） 第一回地域連携支援研修会「交通事故後の後遺症と就労支援」

13：30～16：00 第1部「頭部外傷と高次脳機能障害」

オンライン 上本町ふるえと頭痛・脳神経クリニック院長 平林 秀裕 先生 25

第2部「高次脳機能障害と就労支援」

ワークラボ サービス管理責任者 小島 むつき先生

令和6年10月11日（金） 令和6年度 自立訓練事業者スキルアップ研修

13：20～16：30 講師：かがわ総合リハビリテーション事業団 小島 正平 先生 33

（奈良県社会福祉総合

センター）

イ 令和６年度補助額等（実績）

１０，０００千円 【補助率１０／１０】
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６ 職員の状況

○ 職員数

（単位：人）

令和５年度 令和６年度 増 減 備 考
当初職員数 当初職員数

職 員 ５０(７) ４７(７) △３

事 業 部 ９ ９ ０
内
訳 施 設 部 ３９（７） ３６（６） △３

福祉パーク ２ ２ ０

日々雇用職員及び派遣職員を除く （ ）は非常勤職員数（内数）


